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3 　アメリカのNational Training Laboratoriesが発表した
The Learning Pyramidによれば、講義や読書による知識
の定着率は 1 割以下である。そのため単なる知識の伝授・
伝達だけでは明らかに不十分であり、学修者自身が能動
的に知識の内容に参与することが必要である。ちなみに
ここでもっとも定着率が高いとされるのが、「他の者に教
える」（Teaching Others）であり、その割合は90％とさ
れている。河合塾編著、前掲書12頁参照。
4 　河合塾の調査報告では、そもそも「専門知識」を活用
したものではない場合にはそれを「高次のアクティブラー
ニング」とは見なしていない。前掲報告書、 7 頁参照。
5 　「高次のアクティブラーニング」は教員にも学生にも負
担が大きいので、無暗やたらと導入することは決して推
奨されない。それは教育的価値が無いのみならず、カリ
キュラム全体のバランスを狂わせかねないからである。
6 　ノエル・エントウィスル『学生の理解を重視する大学
授業』玉川大学出版、2010年、28-33頁参照。
7 　当然これには例外的な事例があり、たとえば聖学院大
学の日本文化学科における「ダブルゼミ」の取り組みや、
卒論の複数人教員による口頭試問は、「ゼミや研究室の垣
根を越えた何らかの試み」という項目で優れた実践とし
て評価されている。前掲報告書174-175頁参照。
8 　前掲報告書、118頁。
9 　前掲報告書、119頁。
10　前掲書、13-14頁参照。
（さいとう・しん　聖学院大学基礎総合教育部ポス
ト・ドクター）
